
(57)【要約】

【課題】　タイヤの摩耗試験において、被験タイヤから

削り取られたゴム粉が被験タイヤの表面に付着すること

を防止して、被験タイヤの摩耗試験を適正に促進するこ

とができるタイヤ摩耗試験方法及びタイヤ摩耗試験機を

提供する。

【解決手段】　被験タイヤ１４を無限走行面１６上に走

行させるタイヤ摩耗試験機１０を使用して行うタイヤ摩

耗試験方法において、送風装置２０から走行する被験タ

イヤ１４のトレッド表面に向かって、該タイヤ摩耗試験

機１０の周辺の温度以下の風を少なくとも一方向より送

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 験 タ イ ヤ を 無 限 走 行 面 上 に 走 行 さ せ る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 を 使 用 し て 行 う タ イ ヤ 摩 耗 試
験 方 法 に お い て 、 送 風 装 置 か ら 走 行 す る 被 験 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 、 該 タ イ ヤ
摩 耗 試 験 機 の 周 辺 の 温 度 以 下 の 風 を 少 な く と も 一 方 向 よ り 送 る こ と を 特 徴 と す る タ イ ヤ 摩
耗 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 被 験 タ イ ヤ の 表 面 位 置 に お け る 前 記 風 の 風 速 を ３ ｍ ／ ｓ ～ １ ５ ｍ ／ ｓ と す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 風 の 風 量 を 被 験 タ イ ヤ の タ イ ヤ 投 影 面 積 と 風 速 の 積 以 上 と す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ 記 載 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 風 の 吹 き 出 し 口 を タ イ ヤ 走 行 面 上 か ら ０ ． ０ １ ｍ ～ １ ｍ の 範 囲 内 に 設 置 し 、 か つ 、
前 記 風 の 吹 き 出 し 幅 を 被 験 タ イ ヤ の 幅 の １ ０ ０ ％ ～ ２ ０ ０ ％ の 範 囲 と す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 被 験 タ イ ヤ を 無 限 走 行 面 上 に 走 行 さ せ て タ イ ヤ 摩 耗 試 験 を 行 う タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に お い
て 、 走 行 す る 被 験 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 、 該 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周 辺 の 温 度 以
下 の 風 を 少 な く と も 一 方 向 よ り 送 る 送 風 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 被 験 タ イ ヤ の 表 面 位 置 に お け る 前 記 風 の 風 速 を ３ ｍ ／ ｓ ～ １ ５ ｍ ／ ｓ と す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 風 の 風 量 を 被 験 タ イ ヤ の タ イ ヤ 投 影 面 積 と 風 速 の 積 以 上 と す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ 又 は ７ 記 載 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 送 風 装 置 の 風 の 吹 き 出 し 口 の 走 行 面 上 の 高 さ を ０ ． ０ １ ｍ ～ １ ｍ の 範 囲 で 、 か つ 、
前 記 風 の 吹 き 出 し 口 の 幅 を 被 験 タ イ ヤ の 幅 の １ ０ ０ ％ ～ ２ ０ ０ ％ の 範 囲 と す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ６ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 及 び タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 タ イ ヤ
表 面 か ら 削 り 取 ら れ た ゴ ム 粉 の タ イ ヤ 表 面 へ の 再 付 着 を 防 止 し て 、 実 路 面 走 行 を 再 現 で き
る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 及 び タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 に お い て は 、 タ イ ヤ の 摩 耗 性 能 を 評 価 す る 方 法 と し て 、 実 路 面 走 行 に 代 え て ド
ラ ム 式 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 又 は フ ラ ッ ト ベ ル ト 式 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 を 用 い て 行 う 台 上 走 行 試
験 方 法 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 摩 耗 試 験 方 法 で は 、 回 転 ド ラ ム や 無 端 ベ ル ト の 表 面 上 に 貼 り 付 け ら れ た サ ン ド
ペ ー パ ー 等 の 無 限 走 行 面 に タ イ ヤ を 押 し 付 け て 走 行 さ せ て 、 摩 耗 し た タ イ ヤ の 残 溝 や そ の
形 態 を 評 価 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ れ ら の 摩 耗 試 験 方 法 で は 、 サ ン ド ペ ー パ ー 等 に よ っ て タ イ ヤ か ら 削 り 取 ら れ
た ゴ ム 粉 が 、 サ ン ド ペ ー パ ー 等 の 表 面 に 付 着 し た 後 、 再 び タ イ ヤ の 表 面 に 付 着 す る と い う
現 象 が 生 じ 、 そ の た め に 、 タ イ ヤ の 摩 耗 を 適 正 に 促 進 す る こ と が で き ず 、 ア ス フ ァ ル ト 等
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の 実 路 面 走 行 を 実 情 に 沿 っ て 精 度 よ く 再 現 で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に 対 処 す る た め に 、 サ ン ド ペ ー パ ー 等 の 表 面 に 滑 石 （ ３ Ｍ ｇ Ｏ ・ ４ Ｓ ｉ Ｏ 2  ・ Ｈ 2  

Ｏ ） の 粉 末 で あ る タ ル ク 等 を 散 布 す る こ と に よ り 、 ゴ ム 粉 の 付 着 を 防 止 す る 方 法 が 一 般 に
採 用 さ れ て い る 。 し か し 、 タ イ ヤ が 接 触 し て い る サ ン ド ペ ー パ ー 等 に タ ル ク を 散 布 す る と
、 タ ル ク が 飛 散 し て 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周 囲 の 環 境 を 汚 染 す る と い う 問 題 が 新 た に 生 じ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め に 、 タ ル ク の 縣 濁 液 を 塗 布 す る 方 法 が 提 案 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に
、 噴 霧 器 ７ で タ イ ヤ ４ が 接 触 す る 回 転 ド ラ ム ３ の 走 行 面 （ サ ン ド ペ ー パ ー 等 ） ６ 上 に タ ル
ク の 縣 濁 液 を 噴 霧 及 び 塗 布 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 摩 耗 試 験 を 行 っ て い る 試 験 機 、 特 に 、 他 の 試 験 と 併 用 し て い る 試 験 機 に よ っ て
は 、 タ ル ク や 縣 濁 液 等 を 散 布 す る こ と 自 体 が 困 難 な 場 合 が あ り 、 こ の タ ル ク の 縣 濁 液 を 塗
布 す る 方 法 の 採 用 が 難 し い と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ４ ６ ２ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 タ イ ヤ の 摩 耗 試 験 に お い て 、 被 験 タ イ ヤ か ら 削 り 取 ら れ た ゴ ム 粉 が 被
験 タ イ ヤ の 表 面 に 付 着 す る こ と を 防 止 し て 、 被 験 タ イ ヤ の 摩 耗 試 験 を 適 正 に 促 進 す る こ と
が で き る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 及 び タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 は 、 被 験 タ イ ヤ を 無 限 走 行 面 上
に 走 行 さ せ る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 を 使 用 し て 行 う タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 に お い て 、 送 風 装 置 か
ら 走 行 す る 被 験 タ イ ヤ の ト レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 、 該 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周 辺 の 温 度 以 下
の 風 を 少 な く と も 一 方 向 よ り 送 る こ と を 特 徴 と す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 は 、 通 常 は 室 内 で 行 わ れ 、 室 温 を 一 定 の 温 度 、 例 え ば 、 ２ ５ ℃ に な
る よ う に コ ン ト ロ ー ル さ れ た 状 態 で 行 わ れ る 。 従 っ て 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周 辺 の 温 度 と
は 、 通 常 は こ の 室 温 の 温 度 と な る が 、 室 内 で な い 場 合 や 室 温 が 変 化 す る 場 合 に は 、 必 ず し
も 、 室 温 と は な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 送 風 は 、 ト レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 送 風 さ れ れ ば 、 ど の 方 向 か ら 送 風 し て も よ い が 、
送 風 効 果 を 上 げ る た め に は 、 風 が 通 り 抜 け 易 い よ う に 、 タ イ ヤ の 進 行 方 向 の 前 方 、 又 は 、
後 方 か ら 送 風 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周 辺 の 温 度 以 下 の 風 を 送 る こ と に よ り 、 タ イ ヤ 表
面 か ら 発 生 し た 体 積 が 小 さ く て 熱 容 量 が 少 な い ゴ ム 粉 を 瞬 時 に 冷 却 し て 、 ゴ ム 粉 の タ イ ヤ
表 面 へ の 再 付 着 力 を 無 く す こ と が で き 、 ま た 、 ゴ ム 粉 を 送 風 に よ り タ イ ヤ 表 面 か ら 分 散 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 一 定 方 向 か ら 送 風 す る こ と に よ り 、 風 に 乗 っ て 飛 散 す る ゴ ム 粉 を 一 定 方 向 に 集 め
る こ と が で き 、 し か も 、 タ ル ク や タ ル ク 縣 濁 液 を 使 用 し な い の で 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周
囲 環 境 へ の 汚 染 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 に お い て 、 被 験 タ イ ヤ の 表 面 位 置 に お け る 風 の 風 速 を ３ ｍ ／ ｓ
～ １ ５ ｍ ／ ｓ 、 好 ま し く は ５ ｍ ／ ｓ 前 後 程 度 と し た り 、 風 の 風 量 を 被 験 タ イ ヤ の タ イ ヤ 投
影 面 積 と 風 速 の 積 以 上 と し た り 、 風 の 吹 き 出 し 口 を タ イ ヤ 走 行 面 上 か ら ０ ． ０ １ ｍ ～ １ ｍ
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の 範 囲 内 に 設 置 し 、 か つ 、 風 の 吹 き 出 し 幅 を 被 験 タ イ ヤ の 幅 の １ ０ ０ ％ ～ ２ ０ ０ ％ の 範 囲
と し た り す る こ と が 好 ま し く 、 こ れ ら に よ り 、 ゴ ム 粉 の 再 付 着 を よ り 効 率 よ く 防 止 で き る
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 風 速 が ３ ｍ ／ ｓ よ り 遅 い と 、 ゴ ム 粉 の 再 付 着 防 止 の 効 果 を 得 る た め に 十 分 な 空 気
量 に な ら ず 、 １ ５ ｍ ／ ｓ よ り 速 い と 送 風 に 必 要 な エ ネ ル ギ ー の 割 り に ゴ ム 粉 の 再 付 着 防 止
の 効 果 が 薄 れ 、 ま た 、 ゴ ム 粉 が 飛 散 し た り 、 作 業 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 風 の 吹 き 出 し 口 位 置 の 下 限 を タ イ ヤ 走 行 面 上 か ら ０ ． ０ １ ｍ よ り 低 く す る と 、 タ
イ ヤ と 走 行 面 と の 接 触 面 に 影 響 が で る よ う に な り 、 風 の 吹 き 出 し 口 位 置 の 上 限 を １ ｍ よ り
高 く す る と 、 タ イ ヤ ト レ ッ ド 面 か ら ゴ ム 粉 を 飛 散 さ せ 易 く な り 、 環 境 汚 染 の 問 題 が 生 じ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 風 の 吹 き 出 し 幅 に 関 し て は 、 被 験 タ イ ヤ の 幅 の １ ０ ０ ％ よ り 小 さ く す る と 、 風
の 当 た ら な い 部 分 が 生 じ 、 ２ ０ ０ ％ よ り 大 き く す る と 、 被 験 タ イ ヤ に 当 た ら な い 風 の 量 が
増 加 し 、 無 駄 な 送 風 が 多 く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 は 、 被 験 タ イ ヤ を 無 限 走
行 面 上 に 走 行 さ せ て タ イ ヤ 摩 耗 試 験 を 行 う タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に お い て 、 走 行 す る 被 験 タ イ
ヤ の ト レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 、 該 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 周 辺 の 温 度 以 下 の 風 を 少 な く と も 一
方 向 よ り 送 る 送 風 装 置 を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に お い て 、 被 験 タ イ ヤ の 表 面 位 置 に お け る 風 の 風 速 を ３
ｍ ／ ｓ ～ １ ５ ｍ ／ ｓ 、 好 ま し く は ５ ｍ ／ ｓ 前 後 程 度 と し た り 、 風 の 風 量 を 被 験 タ イ ヤ の タ
イ ヤ 投 影 面 積 と 風 速 と の 積 以 上 と し た り 、 送 風 装 置 の 風 の 吹 き 出 し 口 の 走 行 面 上 の 高 さ を
０ ． ０ １ ｍ ～ １ ｍ の 範 囲 で 、 か つ 、 風 の 吹 き 出 し 口 の 幅 を 被 験 タ イ ヤ の 幅 の １ ０ ０ ％ ～ ２
０ ０ ％ の 範 囲 と し た り す る こ と に よ り 、 よ り 効 率 よ く ゴ ム 粉 の 被 験 タ イ ヤ へ の 再 付 着 を 防
止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 及 び タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に よ れ ば 、 タ イ ヤ の 摩 耗 試 験 に お い
て 、 走 行 回 転 中 の 被 験 タ イ ヤ に 十 分 な 風 量 が 送 ら れ る こ と に よ り 、 タ イ ヤ 表 層 か ら 発 生 し
た 体 積 が 小 さ い ゴ ム 粉 が 瞬 時 に 冷 却 し て 、 ゴ ム 粉 の タ イ ヤ 表 面 へ の 再 付 着 力 を 無 く す こ と
が で き る の で 、 被 験 タ イ ヤ か ら 削 り 取 ら れ た ゴ ム 粉 が 被 験 タ イ ヤ の 表 面 に 再 付 着 す る こ と
を 防 止 で き 、 こ れ に よ り 、 タ イ ヤ の 摩 耗 試 験 を 適 正 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 従 っ て 、 冷 風 の 送 風 と い う よ り 簡 便 な 方 法 で 、 被 験 タ イ ヤ へ の ゴ ム 粉 の 再 付 着 を 防 止 し
て 、 実 路 面 走 行 に お け る タ イ ヤ の 摩 耗 を よ り 忠 実 に 再 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 タ ル ク
や タ ル ク 縣 濁 液 を 使 用 し な い の で 試 験 環 境 の 汚 染 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 及 び タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に つ い て 、 フ ラ
ッ ト ベ ル ト 式 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 を 例 に 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 の 形 態 を 参 照 し な が ら 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 １ ０ は 、 ベ ッ ド １ １ と 、 こ の ベ ッ ド １ １ 上 に
設 け ら れ た 被 験 タ イ ヤ １ ４ を 回 転 自 在 に 支 持 す る タ イ ヤ 支 持 装 置 １ ５ と 、 ベ ッ ド １ １ 上 に
設 け ら れ た 架 台 １ ２ ， １ ２ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ た 回 転 ド ラ ム １ ３ ， １ ３ を 有 し て 構 成 さ
れ る 。 こ の 一 対 の 回 転 ド ラ ム １ ３ ， １ ３ の 間 に 張 ら れ た 無 端 ベ ル ト １ ７ の 上 に 、 走 行 試 験
用 の 実 路 面 の 接 地 摩 擦 を 模 擬 す る た め の サ ン ド ペ ー パ ー １ ６ を 貼 り 付 け て 、 走 行 面 １ ６ が
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形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の タ イ ヤ 支 持 装 置 １ ５ は 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ を 回 転 駆 動 す る 駆 動 装 置 を 有 し て 、 揺 動 自
在 に 設 け ら れ 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ を 走 行 面 １ ６ 上 に 、 そ れ ぞ れ の 試 験 に 応 じ た 所 定 の 回 転 速
度 や 押 圧 角 度 や 押 圧 力 で 押 し 付 け る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 ゴ ム 粉 受 け １
９ が 下 流 側 の 回 転 ド ラ ム １ ３ の 下 側 に 設 け ら れ 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ か ら 削 ら れ た ゴ ム 粉 １ ８
を 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に お い て は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 走 行 す る 被 験 タ イ ヤ １ ４ の ト
レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 １ ０ の 周 辺 の 温 度 （ 室 温 ） 以 下 の 風 Ａ を 、 被 験
タ イ ヤ １ ４ の 前 方 か ら 後 方 へ の 一 方 向 よ り 送 る 送 風 装 置 ２ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 風 向 は 、
空 気 Ａ が 通 り 抜 け 易 い よ う に 、 タ イ ヤ 進 行 方 向 の 前 方 又 は 後 方 か ら 吹 き 付 け る よ う に す る
の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 送 風 装 置 ２ ０ に お い て は 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 位 置 に お け る 風 速 を ３ ｍ ／ ｓ ～ １ ５ ｍ
／ ｓ の 範 囲 、 好 ま し く は ５ ｍ ／ ｓ 前 後 程 度 に す る こ と が で き る よ う に 構 成 す る 。 こ れ に よ
り 、 ゴ ム 粉 の 再 付 着 防 止 の 効 果 と 送 風 に 必 要 な エ ネ ル ギ ー と の バ ラ ン ス を 良 好 な も の に す
る と 共 に 、 ゴ ム 粉 の 飛 散 や 作 業 性 の 悪 化 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 風 量 Ａ （ ｍ 3  ／ ｓ ） を 被 験 タ イ ヤ １ ４ の タ イ ヤ 投 影 面 積 Ｄ （ ｍ 2  ） と 風 速 Ｖ （ ｍ
／ ｓ ） と の 積 （ Ａ ＝ Ｄ × Ｖ ） 以 上 と す る こ と が で き る よ う に 構 成 す る 。 こ れ に よ り 、 被 験
タ イ ヤ １ ６ の ト レ ッ ド 表 面 に 空 気 （ 及 び 酸 素 ） を 十 分 に 供 給 し 、 ト レ ッ ド 表 面 の 流 動 化 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 風 Ａ の 吹 き 出 し 口 ２ １ の 下 と 上 を そ れ ぞ れ を 、 走 行 面 １ 上 の 高 さ Ｈ で ０ ． ０ １ ｍ
～ １ ｍ の 範 囲 と し 、 か つ 、 風 Ａ の 吹 き 出 し 口 ２ １ の 幅 Ｂ を 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 幅 Ｂ ｔ の １ ０
０ ％ ～ ２ ０ ０ ％ の 範 囲 と す る よ う に 構 成 す る 。 こ れ に よ り 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 幅 方 向 に お
い て 、 風 の 当 た ら な い 部 分 が 生 じ る の を 防 止 し 、 ま た 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ に 当 た ら な い 無 駄
な 風 の 量 が 増 加 す る の を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 ゴ ム 粉 １ ８ の 飛 散 状 況 に よ っ て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 後 方 の
風 Ａ の 通 り 道 に 集 塵 ダ ク ト １ ９ を 設 け て 、 風 Ａ に よ っ て 運 ば れ て く る ゴ ム 粉 １ ８ を 集 塵 す
る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 上 記 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 １ ０ を 使 用 し た 本 発 明 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 被 験 タ イ ヤ １ ４ を タ イ ヤ 支 持 装 置 １ ５ に 保 持 さ せ 、 回 転 ド ラ ム １ ３ の 外 周 面 に 実 路 面 を
舞 木 す る サ ン ド ペ ー パ ー １ ６ を 貼 り 付 け た 後 に 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ を 所 定 の 角 度 と 所 定 の 押
圧 力 で サ ン ド ペ ー パ ー （ 走 行 面 ） １ ６ に 押 圧 し 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ を 所 定 の 回 転 数 で 矢 印 方
向 に 回 転 さ せ 、 摩 耗 試 験 を 開 始 す る 。 こ の 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 回 転 に 伴 い 、 無 端 ベ ル ト １ ７
及 び サ ン ド ペ ー パ ー １ ６ が 矢 印 の 方 向 に 移 動 し 、 回 転 ド ラ ム １ ３ ， １ ３ も 矢 印 方 向 に 回 転
す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 摩 耗 試 験 の 開 始 の 前 又 は 直 後 に 、 送 風 装 置 ２ ０ か ら 回 転 し て い る 被 験 タ イ ヤ １ ４ の
ト レ ッ ド 表 面 に 向 か っ て 、 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 １ ０ の 周 辺 の 温 度 （ 室 温 ） 以 下 の 風 を 一 定 方
向 よ り 送 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 送 風 は 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 位 置 に お け る 風 速 を ３ ｍ ／ ｓ ～ １ ５ ｍ ／ ｓ 、 好 ま し く は
５ ｍ ／ ｓ 前 後 程 度 と す る こ と や 、 風 量 Ａ を 被 験 タ イ ヤ １ ４ の タ イ ヤ 投 影 面 積 Ｄ と 風 速 Ｖ と
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の 積 （ Ａ ＝ Ｄ × Ｖ ） 以 上 と す る こ と が 好 ま し く 、 こ れ ら に よ り 、 冷 却 に 十 分 な 風 速 と 、 ト
レ ッ ド 面 の 流 動 化 を 防 止 す る の に 十 分 な 風 量 の 風 Ａ を 被 験 タ イ ヤ １ ４ の ト レ ッ ド 面 に 送 る
こ と が で き 、 タ イ ヤ 表 層 か ら 発 生 し た 体 積 が 小 さ い ゴ ム 粉 １ ８ が 瞬 時 に 冷 却 し て 、 ゴ ム 粉
１ ６ の タ イ ヤ 表 面 へ の 再 付 着 力 を 無 く す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 タ イ ヤ の 摩 耗 試 験 に お い て 、 被 験 タ イ ヤ １ ４ か ら 削 り 取 ら れ た ゴ ム 粉 １ ８
が 被 験 タ イ ヤ １ ４ の 表 面 に 再 付 着 す る こ と を 防 止 で き 、 タ イ ヤ の 摩 耗 試 験 を 適 正 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ で は 、 無 端 ベ ル ト １ ７ を 走 行 面 に し た 例 を 示 し た が 、 本 発 明 は 、 回
転 ド ラ ム の 外 周 面 を 走 行 面 に し た ド ラ ム 式 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 等 の 他 の 無 限 走 行 面 上 を 走 行
さ せ る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 及 び タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 に つ い て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 に よ り 、 タ イ ヤ サ イ ズ ２ ４ ５ ／ ４ ０ Ｚ Ｒ １ ８ 　 ９ ３ Ｗ の 空
気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 空 気 圧 ２ ３ ５ ｋ Ｐ ａ ， 荷 重 ５ ０ ０ ０ Ｎ ， 室 温 ２ ５ ℃ の 条 件 で 、 送
風 有 り の 場 合 と 送 風 無 し の 場 合 の そ れ ぞ れ に お い て 、 断 続 的 に 制 駆 動 及 び す べ り 角 が 加 わ
っ た 状 態 で ６ ０ ｋ ｍ ／ ｈ に 相 当 す る 回 転 数 で 約 ２ ０ ０ ｋ ｍ 走 行 を 行 い 、 被 験 タ イ ヤ の セ ン
タ ー と シ ョ ル ダ ー の 双 方 で 摩 耗 が 進 み 、 摩 耗 量 も 大 き い と い う 結 果 が 得 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 摩 耗 試 験 に お い て 、 送 風 無 し の 比 較 例 で は 、 ト レ ッ ド 表 面 温 度 を 最 大 で も ４ ０ ℃ 程
度 に 抑 え た 条 件 で 試 験 を 行 っ た に も 係 わ ら ず 、 摩 耗 試 験 後 の タ イ ヤ で は 、 ト レ ッ ド の 流 動
化 が 目 立 ち 、 特 に 、 セ ン タ ー 部 で は 摩 耗 し た ゴ ム 粉 が ト レ ッ ド 面 内 に 粘 着 し 、 市 場 で の 摩
耗 形 態 と 大 き く 異 な る 傾 向 を 示 し た 。 そ し て 、 こ の 摩 耗 試 験 後 の ト レ ッ ド 表 面 は 、 表 面 温
度 が 比 較 的 低 い に も 係 わ ら ず 、 ゴ ム 粉 の 再 付 着 で テ カ リ を 帯 び て べ た つ い て お り 、 こ の べ
た つ き 状 態 は 数 日 経 て も 続 い た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 、 送 風 有 り の 実 施 例 で は 、 試 験 時 期 の 関 係 も あ り 、 試 験 前 の タ イ ヤ の 温 度 も 高 く 、
試 験 中 も 最 高 ４ ５ ℃ に 達 し 、 ト レ ッ ド 表 面 の 流 動 化 に 対 し 不 利 で あ る 考 え ら れ た に も 係 わ
ら ず 、 摩 耗 試 験 後 の タ イ ヤ の ト レ ッ ド 表 面 は 、 乾 い た 感 じ で 、 べ た つ く ゴ ム 粉 も 極 端 に 少
な い 状 態 で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 送 風 の 状 況 を 模 式 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 技 術 の タ ル ク 縣 濁 液 を 噴 霧 す る タ イ ヤ 摩 耗 試 験 方 法 を 実 施 す る た め の ド ラ ム
式 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 　 １ ０ 　 　 タ イ ヤ 摩 耗 試 験 機
　 　 　 １ ４ 　 　 被 験 タ イ ヤ
　 　 　 １ ６ 　 　 サ ン ド ペ ー パ ー （ 無 限 走 行 面 ）
　 　 　 １ ７ 　 　 無 端 ベ ル ト
　 　 　 １ ８ 　 　 ゴ ム 粉
　 　 　 ２ ０ 　 　 送 風 装 置
　 　 　 ２ １ 　 　 送 風 口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2005-114605 A 2005.4.28


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

